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１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等  

10年に１度の学習指導要領改訂。日々、矢継ぎ早に学

校現場へ通知される指示伝達事項。社会の変化に対応し

得る人材育成の担い手としての教師は「変わり続けるこ

と、それも出来るだけ速やかに」とせき立てられている

ように感じる。教師に求められる「資質能力」として、

これほどに高く、幅広い人間性や社会性、多様で豊かな

知識と深い専門性の向上が求められた例が過去あった

だろうか。一方で、教員採用選考の受験倍率は近年減少

傾向にある。また、現職教師においても、精神疾患によ

る休職が平成19年度以降、5000人前後で推移しており、

多忙でストレスを抱えていることが要因の一つと見ら

れている。まさに、なり手は増加していないにもかかわ

らず、教職に就いてからの責任は重く、多忙を極め、現

場を後にする人が少なからずいるのが、昨今の教師を取

り巻く現実である。そんな中、多くの教師が、日々の対

応に追われながらも、求められる教師像に近付こうと、

自己変容を繰り返しているという、もう一つの現実があ

る。私もまた、その現実に生きる教師の一人である。 

 本研究は、理想とする教師像や教育観をもちながら、

求められる教師としての理想を実現すべく、学び続け、

与えられた役割を遂行し続けてきた充実期のミドル

リーダーに着目する。時間的推移や環境・立場の変化

が伴う中で、本来もっていた教育観をどのように変容

させてきたのだろうか。あるいは、私がそうであるよ

うに、自らの強い意思によって獲得・所持していた教

育観が揺さぶられ、疑念が生じ、混乱した状態に直面

してはいないだろうか。何れにしても、充実期のミド

ルリーダーのこれまでの教職経験を振り返り、検証す

ることで、これからの時代を生き抜く教師の在り方に

ついての課題を検討していきたい。 

２ 研究の内容・研究の方法 

(1) 対象者 小学校主幹教諭2名のプロフィール 

 

 調査対象の教師は、理想とする教師像や教育観をも

ちながらも、求められる教師としての理想を実現すべ

く、学び続け、与えられた役割を遂行し続けてきた充

実期のミドルリーダーである。（「充実期」「ミドルリー

ダー」「教育観」「揺らぎ」の定義については省略） 

(2) 面接の時期と場所 

期間：平成30年8月から9月 

場所：勤務校の校長室及び職員室 

時間：2～3時間程度 

(3) 面接・分析方法 

 ライフストーリー・インタビューを用いる。すなわ

ち、充実期のミドルリーダーのライフストーリーを手

掛かりに、「理想の教師像」や「子供をどのような存在

として捉えるか」といった教育観が、これまでの教職

経験にどのように関連付けられているのかを分析する

ため、語りの様式および構造に着目する。その際、教

職経験をいくつかの章に分け、区分した章にタイトル

を付けてもらうことで、教師としての成長や教育観の

変容・揺らぎが教職段階期とともに想起しやすいよう

にする。 

３ 研究の結果・考察 

(1) 教師Ａのライフストーリー 

教師Ａ（以下、Ａと表記）の教職段階期は七つ

存在し、それらの段階の内訳は、『入職前『情 

熱期』『躍進期』『停滞期』『改革期』『安定 

期』『方向転換期』である。 
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⑵ 教育観についての分析 

※表の下線は私による。また、本文中の「 」は教師Ａ

の語りを引用したもの。 

表 2 教師Ａの『入職前』についての語り 

 

 表2は、Ａの教育観が端的に表れている語りである。

Ａは、教育の主体である子供を、「無限の可能性」をも

った存在として捉えている。さらに「今後につながる

ような自信」とは、Ａ自身が中学校の担任教師の「教

育の力」によって獲得したものでもある。その担任教

師に「自分も近付ければいいな」と思って教師を志し

たＡである。すなわち、Ａの理想像は中学校の担任教

師であり、子供の無限の可能性を開花させるのが教師

の役割であるとの教育観を自らの意思によって獲得し

ていると考察できる。 

表3 教師Ａの『改革期』についての語り 

 

表3の、「一新して、学校の力になればいいな」とＡが

語るのは、「２校目のときに、全く役に立っていなかっ

た」という自責の念からきた言葉であろう。そして、改

革期において注目すべき事実は、Ａの教育観が、これ

までの「子供、学級のことに自分の全部の力を全部注

げた」から「学校をなんとかする」という考え方に変容

している。「子供の可能性を拓くんだ」と決めて教職生

活を送ってきたAが、2校目において教育観の揺らぎに

直面し、３校目では自らの意思によって学校のためと

いう新たな価値観を取り入れ、教育観を変容させてい

る。「自分の注ぐ力がそっちじゃなくなってきた」とい

う語りは、Ａの教育観が「子供のため」から「学校の力

に」へと転換した事実を象徴している。 

表４ 教師Ａの『方行転換期』についての語り

 

 表4で、任された教務の仕事が安定した先にＡが感じ

たものは、「心から行けていない」と語る「子供との距離

感」、「そこまでエネルギーを注げない」という現実の自

分であった。「最初の頃に抱いていた、子供に対する想

いとかは、どんどん薄れてきた」という語りはすなわち、

Ａがもっていた教育観の喪失を意味する。そして、この

現実を直視するも、「そこに戻ろう」というよりは、「次

のステージへ行く、しか、ない」との「後ろ向きの気持

ち」に直面しているのが現在のＡである。『改革期』にお

いて、自らの意思で、「学校のため」という新たな価値観

を取り入れ、教育観の変容を遂げたＡである。しかし、

現在の『方向転換期』においてＡが直面しているのは、

新たな教育観の揺らぎなのかもしれない。「違う路線」

とは教育管理職への道である。「やって、みる、しか、な

い」「後ろ向きの気持ちになってるから、どうなるか分

かんない」と語るところに、新たな教育観の獲得を模索

しているＡの動揺と混乱が見え隠れしている。 

４ 総合考察 

解決の糸口が見いだせない困難な状況に直面した場

合、各々が教育の原点である「教育観」に立ち返り、そ

の在るべき姿、在るべき教師像を再確認し、そこに立

脚した教育を行うことによってこそ、解決の糸口が見

えてくるのかもしれない。その際には、私たちが当た

り前のことと考え、受け入れている「求められる教師」

についても、本当にそれが当たり前のものなのかどう

か、吟味する必要があるのではないだろうか。この省

察や批判的思考に基づいた自律性の確保こそが、本来

の教育観を担保する営みであり、これからの時代をし

なやかに生き抜くために必要な教師の資質能力なのか

もしれない。 


